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／ 2025 年を振り返る

　６月 22 日、新燃岳が７年ぶりに噴火しまし
た。翌 23 日には噴火警戒レベルが入山規制を
伴う「３」へ引き上げられ、７月４日には県内
で 54 年ぶりとなる二酸化硫黄注意報が発令。
市は公式 LINE や防災ラジオなどで情報を発信
し、注意を呼びかけました。その後、火山活動
は徐々に沈静化傾向となり、10 月 17 日には火
口周辺規制の「２」へ引き下げられました。

　３月、のじりこぴあに雨天時も遊ぶことがで
きる全天候型遊具を整備しました。遊具は平成
４年開業時から親しまれてきたものをリニュー
アル。同 29 日には、記念式典が開かれ、市内
外から 2000 人を超える家族連れが来場。オー
プンを待ちわびた子どもたちは、テープカット
と同時に遊具に向かって一斉に走り出し、歓声
をあげながら新しい遊具を堪能していました。

ロバートのコラム／ KOBASPONEWS15

教育委員会からのお知らせ
／きずな協働体通信

16

今月の表紙

10 こばやし Topics

14 おしらせ

18 手話で話そう！
／健幸のまちづくり拠点施設整備つうしん
／元気の知恵袋

ぺったんこ！幸せをつく新春の餅つき

表紙は、認定こども園「太陽の子幼稚園」の
子どもたち。「よいしょ！」の掛け声ととも
に、小さな体で大きなきねを一生懸命に振り
上げ、餅つきに挑戦しました。子どもたちの
はじける笑顔のように、明るく希望に満ちた
素晴らしい一年となりますように。

あなたにとって 2025 年はどんな１年でしたか？
本市に関係する１年間の出来事を振り返ります。年を振り返る2025
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雨の日ものじりこぴあで遊ぼう
複合型遊具をリニューアル

家族で楽しめる総合レジャー施設に

７年ぶりに噴火した新燃岳
市内でも広範囲に降灰を確認

一時は 5000㍍超える噴煙も

脇
わ き も と

元華
は な

選手がゴルフツアー初Ⅴ
副賞を子ども支援のために寄付

「初優勝は宮崎への恩返しの始まり」

　小林市出身のプロゴルファー、脇元華選手
（GMO インターネットグループ所属）が 11 月の
伊藤園レディースでツアー初優勝を果たしまし
た。脇元選手は細野小・中学校出身の 28 歳。一
昨年前には両校児童生徒を対象に講演を行うな
ど、地元での活動にも精力的に取り組んでいます。
　プロ 8 年目で初優勝を遂げ、「長い時間はかかっ
たが、念願の初優勝を皆さまに報告することがで
きた」と笑顔で話す脇元選手。12 月には同ツアー
で獲得した副賞の米（600㌔）と飲料（1080 本）を、
県内の子どもを支援する団体と小林市にそれぞれ
寄贈しました。脇元選手は「私もひとり親家庭で
育ち、どんな時も支えてくれた家族のおかげで夢
をあきらめずに続けてこられた。今度は私自身が
　子どもたちの背中をそっと押せる存在でありた
　　い」と寄付への想いを話しました。

㊤腰に痛みを抱えながらも悲願の初優勝を飾った脇元選手
㊦贈呈式には、脇元選手に代わり、父・信幸さんら家族が出席

▼今回の寄付に対
するメッセージを
脇元華選手の公式
Instagram  で見
ることができます

観光と競技の両立目指し
須木・小野湖の会場整備進む

カヌー・ローイング競技の熱戦舞台

　令和９年の宮崎国スポでカヌー・ローイング会
場となる須木・小野湖の整備を進めています。旧

「かるかや」周辺に艇の準備場や観覧席などを新
設し、同９年３月の完成を目指すもので、単なる
競技会場にとどまらず、大会後も合宿誘致や水上
アクティビティの観光拠点としての活用を目指し
ます。また、市民が水辺に親しめる環境を整え、
地域活性化とスポーツ振興の両立を図ります。

ひいらぎホールディングス㈱が
総合運動公園の命名権を取得

新愛称は「ひいらぎスポーツパークこばやし」

　11 月、小林総合運動公園の新愛称が「ひい
らぎスポーツパークこばやし」に決定しました。
命名権を獲得したのはひいらぎホールディング
ス株式会社（柊崎庄二社長）。同公園は、市の
健幸のまちづくりの中核として複合体育館の整
備も進む、市民のスポーツと憩いの拠点です。
愛称は来年４月から使用を始め、同公園内の各
施設に「ひいらぎ」の名称が付けられます。
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大塚原公園から迎える朝日

て
も
、
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
人
口
減
少
は
、
本
市
に
お

い
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
市

政
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た

状
況
に
よ
る
社
会
情
勢
や
環
境
の
変
化

を
的
確
に
捉
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
地
域
を
構
築
で
き
る
か
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
令
和
８
年
に
策
定
す
る
第
３
次
小

林
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
人
口
減
少

社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像

「
み
ん
な
で
て
な
む　

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　

じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
と
こ　

小
林
市
」

の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
で
あ
る
「
午
」
は
、「
成

功
」
や
「
発
展
」
の
象
徴
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
実

を
結
び
、
20
周
年
を
迎
え
た
小
林
市
が

さ
ら
に
発
展
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
元
気
に
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
今
後
も
対
話
を
重
ね
決
断
す
る
市

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
政
各
般
に
わ
た
り
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
素
晴
ら
し
い
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 
旧
年
中
は
市
政
各
般
に
わ
た
り
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

小
林
市
は
、
本
年
、
新
市
誕
生
20
周

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
す
べ
き
年

に
、体
育
館
機
能
や
健
康
づ
く
り
機
能
、

子
育
て
支
援
機
能
、
避
難
所
機
能
を
備

え
た
複
合
型
施
設
で
あ
る
「
健
幸
の
ま

ち
づ
く
り
拠
点
施
設
」
が
、
３
月
に
完

成
し
ま
す
。
ま
た
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
参
加
者
数
も
２
千
人
を
突
破
す
る

な
ど
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
着
実

に
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
誇
れ
る
施
設
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
完
成
す
る
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠

点
施
設
を
活
用
い
た
だ
き
、
皆
で
楽
し

く
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
９
年
に
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
る

「
日
本
の
ひ
な
た
宮
崎
国
ス
ポ
・
障
ス

ポ
」
ま
で
２
年
を
切
り
ま
し
た
。
競
技

の
実
施
に
向
け
た
施
設
整
備
は
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
、
本
番

を
見
据
え
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
各
種

競
技
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
ス
ポ
・
障

ス
ポ
の
開
催
は
、
本
市
の
魅
力
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
絶

明

好
の
機
会
で
す
。「
オ
ー
ル
小
林
」
で

の
大
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
小
林
駅

前
の
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
に
全
天
候
型

の
イ
ベ
ン
ト
ド
ー
ム
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
、
そ
し
て
中
心

市
街
地
の
新
た
な
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」

の
拠
点
と
し
て
、
地
域
経
済
の
好
循
環

と
持
続
的
発
展
を
も
た
ら
す
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
令
和
９
年
度
の
完
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
須
木
の
小
野
湖
で
は
、
国
ス

ポ
に
伴
う
施
設
整
備
に
加
え
、
宿
泊
施

設
等
の
整
備
に
も
着
手
し
て
お
り
ま

す
。
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
後
も
見
据
え
た

地
域
活
性
化
策
と
な
る
よ
う
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
新
燃
岳

が
７
年
ぶ
り
に
噴
火
し
、
市
内
で
も
降

灰
が
あ
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
日
向
灘
で
の
地
震
を
は
じ

め
、
全
国
各
地
で
地
震
や
大
雨
等
に
よ

る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
各
地
域
で
防
災
訓
練
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
自
助
、
共
助
を

含
め
て
防
災
に
つ
い
て
考
え
、
日
頃
の

備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
市
と
し
ま
し

４5 KOBAYASHI　 2026.1
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11
月
23
日
、
五
穀
豊
穣
を
祈
念

し
、
豊
年
に
感
謝
す
る
「
こ
ば
や

し
秋
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
団
体
な
ど
が
パ
レ
ー

ド
や
総
踊
り
に
参
加
。
中
心
市
街

地
を
山
車
や
子
ど
も
神
輿
が
練
り

　
　
　

歩
い
た
ほ
か
、
ブ
ラ
イ
ダ

　
　
　
　

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
パ

　
　
　
　

レ
ー
ド
な
ど
が
通
る
た

　
　
　

び
、
沿
道
か
ら
は
大
き
な

　
　
　

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

ま
た
、
市
内
の
飲
食

　
　
　
　
　

店
な
ど
が
出
店
す
る

　
　
　
　
　
「
食
の
祭
典
う
め
も

　
　
　
　

ん
市
」
で
は
、
恒
例
の

　
　

宮
崎
牛
汁
う
ど
ん
が
販
売
さ

　
　

れ
た
ほ
か
、
姉
妹
都
市
能
登

　
　

町
の
特
産
品
販
売
な
ど
も
行

　
　

わ
れ
ま
し
た
。



総合成績

こばやし駅伝競走大会
第 74 回
Photo ReportPhoto Report
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■第１区＝加藤 里亜菜／細野校区／３分 31 秒　■第２区＝木島 大翔／細
野校区／６分 49 秒　■第３区＝肥後 来美／南校区／４分 30 秒　■第４
区＝斉藤 元／東方校区／７分 46 秒　■第５区＝鸙野 叶大／細野校区／４
分 24 秒　■第６区＝田中 優哉／細野校区／７分 58 秒　■第７区＝西元 
俊／小林校区／７分 30 秒　■第８区＝深松 奏太／西小林・幸ヶ丘校区／
５分 43 秒 ■第９区＝園田 亮介／細野校区／５分 29 秒　■第 10 区＝西 
圭字／細野校区／７分 02 秒　■第 11 区＝上甑 飛鳥／西小林・幸ヶ丘校
区／３分 29 秒　■第 12 区＝橋谷 志友／西小林・幸ヶ丘校区／４分 01 秒

区間賞［氏名（敬称略）／校区／記録］
　

12
月
７
日
、
70
年
以
上
の
歴

史
を
刻
む
市
伝
統
の
「
第
74
回

こ
ば
や
し
駅
伝
競
走
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

市
内
11
校
区
が
出
場
。
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
超
え
た

選
手
た
ち
が
、
沿
道
か
ら
の
熱

い
声
援
を
背
に
、
全
12
区
間

20
・
７
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。
レ
ー
ス
は
、
細

野
校
区
と
小
林
校
区
に
よ
る
一

進
一
退
の
攻
防
。
１
区
で
細
野

が
先
頭
に
立
つ
も
、
３
区
で
は

小
林
が
逆
転
。
直
後
の
4
区
で

す
か
さ
ず
細
野
が
抜
き
返
す

も
、
７
区
で
再
び
小
林
が
首
位

に
立
つ
な
ど
、
激
し
い
デ
ッ
ド

ヒ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
勝
負
の
分
か
れ
目
と
な
っ

た
の
は
第
９
区
。
２
位
で
タ
ス

キ
を
受
け
た
細
野
が
区
間
賞
を

記
録
す
る
圧
巻
の
走
り
で
再
逆

転
に
成
功
。
そ
の
後
は
一
度
も

首
位
を
譲
る
こ
と
な
く
１
時
間

11
分
53
秒
で
歓
喜
の
ゴ
ー
ル

テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。
２
位

に
は
最
後
ま
で
粘
っ
た
小
林
、

３
位
に
は
西
小
林
・
幸
ヶ
丘
が

入
り
ま
し
た
。

■１位＝細野校区　　■２位＝小林校区

■３位＝西小林・幸ヶ丘校区

■４位＝三松校区　　■５位＝紙屋校区

■６位＝南校区　　　■７位＝野尻校区

■８位＝東方校区　　■９位＝須木校区

■ 10 位＝栗須校区　 ■ 11 位＝永久津校区

■１位＝細野校区　　■２位＝小林校区

■３位＝西小林・幸ヶ丘校区

■４位＝三松校区　　■５位＝紙屋校区

■６位＝南校区　　　■７位＝野尻校区

■８位＝東方校区　　■９位＝須木校区

■ 10 位＝栗須校区　 ■ 11 位＝永久津校区

■第１区＝加藤 里亜菜／細野校区／３分 31 秒　■第２区＝木島 大翔／細
野校区／６分 49 秒　■第３区＝肥後 来美／南校区／４分 30 秒　■第４
区＝斉藤 元／東方校区／７分 46 秒　■第５区＝鸙野 叶大／細野校区／４
分 24 秒　■第６区＝田中 優哉／細野校区／７分 58 秒　■第７区＝西元 
俊／小林校区／７分 30 秒　■第８区＝深松 奏太／西小林・幸ヶ丘校区／
５分 43 秒 ■第９区＝園田 亮介／細野校区／５分 29 秒　■第 10 区＝西 
圭字／細野校区／７分 02 秒　■第 11 区＝上甑 飛鳥／西小林・幸ヶ丘校
区／３分 29 秒　■第 12 区＝橋谷 志友／西小林・幸ヶ丘校区／４分 01 秒
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運動公園へ「避雷球」落雷対策で寄贈
　関東在住の出身者でつ
くる関東小林会の大

お お や ま

山
英
ひ で お

雄さんから、総合運動
公園に落雷抑制装置（避
雷球）が寄贈されました。
近年増加する雷雨から、屋外で活動する子どもた
ちの安全を守るのが目的。11 月 15 日、同園の陸
上競技場屋根と遊具広場への設置が完了しました。

日向灘沖地震を想定し連携確認
自助・共助で地域の防災力向上
　11 月 16 日、県の総合防災訓練に合わせ、市内各
地で防災訓練が行われました。訓練は日向灘沖を
震源とする M9.0 の地震を想定。市は自衛隊や消防
団と連携し、須木地区への空輸や物資輸送の手順
を確認しました。自主防災訓練では避難所設営や
炊き出しなどを実施。市民の防災意識を高め、関
係機関との「顔の見える関係」構築が図られました。

須木地区では孤立集落を想定したへの空輸訓練も展開。参加者は実践的な訓
練を通じ、地域防災の要となる自助・共助の大切さを再確認していました

南小児童が能登町に横断幕を寄贈
　11 月 23 日、南小学校
の児童が、能登半島地
震で被災した姉妹都市・
石 川 県 能 登 町 の 吉

よ し だ

田
義
よしのり

法町長へ横断幕を贈
りました。復興への願いを込め、児童たちの手形
で彩られた横断幕。被災地を思う温かいエールが
届けられ、両都市の絆を深める交流となりました。

宮崎市から訪れた甲
か い

斐聡
さ と こ

子さんは「記憶が薄れていくばかりだった、幼少期
を過ごした小林の風景を少しだけ思い出すことができた」と話しました

「昭和の小林」へタイムスリップ 
写真や民具でたどる昭和１００年
　昭和 100 年の節目を記念した「写真で振り返る
昭和の小林」が、11 月 23 日から 25 日まで中央
公民館で開催されました。会場には、昭和２年の
小林大火の記録や当時の街並み、民具など市所蔵
の約 290 点が展示。昭和 40 年代の地図と現在の
風景を見比べるコーナーもあり、来場者は世代を
超えて当時の姿を懐かしみ、思いをはせました。

冬のまちを彩る「こばやし冬まつり」
　11 月 23 日、小林駅南
公園を会場に「こばや
し冬まつり 2025」が開
催されました。今年で
25 回目の開催となった
まつりには多くの家族連れが来場。鮮やかなイル
ミネーションを撮影するなどして楽しみました。
イルミネーションは１月 16 日まで点灯予定です。

献血推進の功績称え市内２団体が栄誉
　11 月 14 日、みやざき
愛の献血運動推進県民大
会が開かれ、長年にわた
り献血活動に尽力した功
労者が表彰されました 。
市内からは株式会社タイヨーサンキュー小林店が
厚生労働大臣感謝状、ＪＡみやざきこばやし地区
本部が日本赤十字社金色有功章を受章しました。

須木で学ぶ火山と森のめぐみ散策ツアー
　12 月６日、須木地区で

「どんぐりで学ぶ火山と
森のめぐみ散策ツアー」
が開かれました。参加者
は、ガイドの解説を聞き
ながらの散策や炭酸飲料を使った噴火実験などを
体験。どんぐり拾いや工作を通し、楽しみながら
地域の自然や大地の成り立ちに理解を深めました。

地域へ感謝し未来への飛躍を誓う
栗須小学校で創立 150 周年式典
　11 月 29 日、栗須小学校で創立 150 周年記念式
典が開かれました。児童や地域住民ら約 300 人が
集い、明治６年の開校から続く歴史を回顧。園

そ の だ

田
祐
ゆ う い ち ろ う

一郎校長は地域の結束に感謝を述べました。最
後は参加者全員で校歌を斉唱して心を一つにし、
懐かしい旋律と共に母校への想いを共有。会場全
体で節目を祝い、未来への飛躍を誓いました。

式典では合唱や劇も行われたほか、５年生が伝統の「鉦踊り」を披露。
150 年の歴史の重みと未来への希望を、地域一体となって共有しました 

多彩な催し満喫「体験フェス」にぎわう
　12 月６日、市民活動
支援センターで「体験
フェス」が開催されま
した。ステージイベン
トや竹細工、お茶席な
どの体験ブースに加え、今年はデジタルコンテン
ツの体験講座も実施。豚汁の振る舞いなども催さ
れ、会場は多くの来場者でにぎわいました。

一斉改選から 3 年、約 4 分の 1 の委員が入れ替わりました。新旧委員が互
いに敬意を表し、新たな体制で地域を見守る活動がスタートします

地域福祉のバトン未来へつなぐ
民生委員・児童委員式典を挙行
　11 月 30 日、民生委員・児童委員の退任式・新
任式が開かれました。式では、地域福祉の一翼を
担ってきた退任者 30 人に感謝状を贈呈し、新任者
22 人に委嘱状を交付。協議会の𠮷

よしわ き

脇辰
た つ お

男会長は多
忙を極めた３年間を振り返り、尽力した委員たち
へ感謝。新任者代表の藤

ふ じ さ き

﨑哲
て つ や

也さんは「地域のた
めに努力したい」と、活動への決意を述べました。

「食べることは生きること」
野尻小ではなちゃんのみそ汁教室
　12 月９日、野尻小学校で６年生を対象に書籍
や映画にもなった「はなちゃんのみそ汁」のモデ
ルの安

や す た け

武はなさんを講師に迎え、はなちゃんのみ
そ汁教室が行われました。児童は、安武さんの指
導を受けながら、かつお節を削り出汁を取ってみ
そ汁を調理。授業は料理を学ぶだけではなく「食
べることは生きること」を学ぶ機会となりました。

10 日には「はなちゃんのみそ汁」著者の安
やすたけ

武信
し ん ご

吾さんを迎え、児童や保護者
などに講演会を開催。家族との関わり方や食育推進などについて講演しました
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映画「木の上の軍隊」特別上映会
平和尊ぶ心、満員の会場に響く
　12 月 13 日、文化会館で映画「木の上の軍隊」
特別上映会がありました。戦後、沖縄のガジュマ
ルの木の上で２年間を生き抜いた本市出身の山

やまぐち

口
静
し ず お

雄さんと沖縄県の佐
さ し だ

次田秀
しゅうじゅん

順さんがモデルの本
作。市民からの熱烈な要望により実現した今回の
上映は、戦争の記憶と生きる希望を深く問いかけ、
満員の観客はその姿に静かに見入っていました。

上映後のトークショーには山口さん・佐次田さんの遺族が登壇。壮絶な実体験
と平和への切なる思いに、超満員の会場から惜しみない拍手が送られました
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　市では、「第２次小林市総合計画（将来都市像：みんなで
てなむ　笑顔あふれる　じょじょんよかとこ　小林市）」の
実現に向けてさまざまな施策を推進しています。この将来
都市像の達成に向けて、市内各地域、幅広い世代の意見を
まちづくりに反映するため「まちづくり市民アンケート」
を毎年実施しています。
 　アンケート結果は、市政運営に活用されます。

■実施日　　　令和７年１月 20 日～２月７ 日
■配布枚数　　2,000 部　　■回収数　548 部
■有効回答率　27.4㌫　　
■対象者　　　市内在住の満 16 歳以上の方（無作為抽出）●問＝企画政策課　℡ 23 ‐ 0456

今年度もアンケートを実施します
　「まちづくり市民アンケート」を１月に実施します。市全
体の傾向を把握するための極めて重要なアンケートですの
で、ご協力をお願いします。

■アンケートの取り扱い
・調査は無記名で、個人を特定する内容は含みません
・調査結果は市ホームページや広報紙などで公表します
●問＝企画政策課　℡ 23 ‐ 0456

まちづくり
市民アンケート結果報告

令
和
６
年
度

　第２次小林市総合計画の各分野（にぎわい、いき
いき、まなび、くらし）の目指す状態である「基本
構想」の満足度を調査しました。特に平均値が高い

項目は、「美しい自然が残り、いつまでもおいしい
水が飲める」、「今後も小林市に住み続けたい」など
前回調査に引き続き「くらし」分野の満足度が高い
結果となりました。
　平均値が低い項目は「人が集まってにぎわいがあ
る」、「身近に文化・芸術を感じられる」などでした。

「美しい自然」や「今後も住み続けたい」など
『くらし』分野の満足度が高い結果

ま
な
び

く
ら
し

2.11（R5）

2.14（R6）

1.89（R5）

1.99（R6）

1.90（R5）

1.98（R6）

1.77（R5）

1.87（R6）

2.38（R5）

2.43（R6）

2.18（R5）

2.21（R6）

2.37（R5）

2.49（R6）

3.25（R5）

3.27（R6）

2.86（R5）

2.90（R6）

2.51（R5）

2.51（R6）

3.00（R5）

2.94（R6）

美しい自然が残り、いつまでも
おいしい水が飲める

災害時にみんなが助け合える

安心して住めるまちである

今後も小林市に住み続けたい

隣の顔が見え、支え合うまちである

身近に文化・芸術を感じられる

いつまでもスポーツができる

食について学べる

みんながいつまでも学べる

市民総がかりの教育が行われている

「だれでもいつでも学べる・
学ばせる場」が整っているに

ぎ
わ
い

い
き
い
き

人が集まっていてにぎわいがある

豊かな地域資源が活用されている

暮らしが豊かである

働きがいがある

出会い、ふれあい、支え合いがある

健康・いきがいがある

高齢者が元気でいられる

1.71（R5）

1.89（R6）

2.13（R5）

2.21（R6）

1.89（R5）

1.99（R6）

2.07（R5）

2.12（R6）

2.15（R5）

2.18（R6）

2.39（R5）

2.43（R6）

2.66（R5）

2.75（R6）
将来都市像 みんなでてなむ 笑顔あふれる

じょじょんよかとこ 小林市

障がい者が夢や目標を持てる

あんしんして医療が受けられる

子育てがしやすい

1.97（R5）

2.10（R6）

2.06（R5）

2.17（R6）

1.97（R5）

2.04（R6）

2.54（R5）

2.60（R6）

基本構想の “ 目指す状態 ” を「そう思う４点、ややそう思う３点、ややそう思わない２点、
そう思わない１点」の４段階でアンケートを行い、その平均値を算出しています。（R5・R6 まちづくりアンケートより）

基本構想の評価

Pick Up Information

秀峰高校福祉科×茶飲ん場水流迫
高校生と地域住民が笑顔で交流
　12 月３日、小林秀峰高校で同校福祉科の２年
生と茶飲ん場水流迫が交流会を開催しました。こ
れは、地域との交流を図りながらコミュニケー
ション能力を身につけることを目的に生徒が企画
から運営を行うもの。参加者は、四字熟語クイズ
などの脳トレや西諸弁ラジオ体操、誕生会などで
和気あいあいと交流を深めていました。

司会を務めた黒
く ろ き

木琉
る か

歌さん（２年）は「みんなで考えて準備してきたので喜
んでもらえてうれしい。今日学んだことを将来に役立てたい」と話しました

国スポ・障スポへの関心高まる
市内小学校でパラスポーツ体験会
　12 月２日、紙屋小学校と小林小学校で UMK
スポーツフェスタ「パラスポーツ体験会」が開催
されました。児童たちは、パラスポーツの指導員
から指導を受け、白い的球に自分のカラーボール
を近づけて点を競い合うボッチャなど４競技を体
験。令和９年に小林市でも開催される宮崎国スポ・
障スポについて興味や関心を深めていました。

前
ま え だ

田健
け ん ご

吾さん（小林小５年）は「普段、体験できないパラスポーツを体験でき
て良かった。宮崎国スポ・障スポでは応援を頑張りたい」と笑顔で話しました

華麗な技で魅了する小林新体操演技会
　12 月６日、市民体育
館で小林新体操演技会
が開催されました。演
技会では、小林秀峰高
校や小林新体操クラブ
など地元のチームが演技したほか、鹿児島実業高
校も演技を披露。選手たちは、華麗な技で観客を
魅了し、会場から大きな拍手が送られました。

今年も上出来！めろめろメロン初競り
　12 月４日、JA みやざ
きこばやしメロン部会が
宮崎中央卸売市場で令和
８年産めろめろメロンの
解禁 PR を行いました。
競りでは、A ２・３L（５玉入り）１箱が 15 万円
の高値で取り引き。今年は例年よりも外観、甘味
ともに上々の仕上がりで、６月まで出荷予定です。
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　皆さま、あけましておめでとうございます。年
越しはゆっくり過ごせましたか。私はドイツに帰
り、家族と一緒にクリスマスを過ごしました。
　ドイツでは、12 月 31 日の夜にカウントダウン
をして新年を迎えるのが普通です。1 月 1 日 0 時
になると、大きな花火が上がります。ベルリナー
というドーナツを食べたり、※ツィンギーセンを
したりします。そして、多くのドイツ人は一つ、
二つと N

ノ イ ヤ ー 　 ス フ ォ ア ザ ッ ツ

eujahrsvorsatz（新年の決意）を立てま
す。「あの言語を勉強したい」と決める人もいま
すが、多くは「体重を減らしたい」、「お酒をやめ
たい」など、健康に関する目標が多いのではない
かと思います。昔は、「気になるなら、来年まで
待たず今から始めればいいのに」と思っていまし
た。早く始めれば、早く成果が出るでしょうから。
　でも、突然「タバコをやめたい」と言い出す人
は多いのに、少し時間がたつとまた吸い始めてし
まう人も少なくありません。自分自身や友人の経

験から、よく分かっています。
　人間は習慣の生き物だと思います。特に、「何
かをやめよう」とする決意は一番難しいものです。
　「噛む馬はしまいまで噛む」――
　つまり、習慣を変えるのは簡単ではないという
意味ですね。体にも心にも準備が必要。なので、
第一歩として「変わりたい」という気持ちを言葉
にすることが大事なのだと思います。何を変えた
いのか、どうやって変えるのかなどを考えてから
行動すれば良いでしょう。時間をかけることも大
切です。いきなりやめるのではなく、少しずつ変
えていくのも悪くありません。
　皆さんには、新年の決意がありますか？

●問＝地方創生課　℡23-1148

国際交流員
ロバートのコラム
国際交流員
ロバートのコラム

「新年の決意」

ツィンギーセン
小さなスプーンに入れた金属（昔は鉛、今はスズ）をロウソクや火で
一度溶かし、冷たい水に入れ、固まった後のさまざまな形を見て占う

Vol.9 ▼ホームページ ▼ Instagram 国スポ・障スポ情報
発信中！

●問＝国スポ・障スポ推進室
　℡ 27-3325

国スポ・障スポ情報
発信中！

●問＝国スポ・障スポ推進室
　℡ 27-3325

宮崎国スポ・障スポの大会イメージソングが入った CD を小林市実行委員会事務局で配布しています。イベント
や授業などで流して一緒に大会を盛り上げませんか？希望する方はぜひお気軽にご連絡ください。

「日本のひなた」にふさわしい、ポップで明るい曲調で、元気をもらえる一曲です。ボサノヴァや
オルゴールなどのアレンジバージョンもありますので、シーンに応じてご活用ください。
●問＝小林市実行委員会事務局（中央公民館２階）　℡ 27-3325

「ひなたのチカラ」には、宮崎県が推進する「みんなが
スポーツ１１３０（いち・いち・さん・まる）県民運動
※」にあわせた体操の振付もあり、気軽に体を動かすこ
とができます。ご希望の方には CD と一緒に振付解説書
を配布しますので、事務局員にお知らせください。

※みんながスポーツ１１３０県民運動…１週間に１回以上、30 分
以上は運動・スポーツをしようを合言葉にした県民運動。

   Youtube で聞くことができます▶

大会イメージソング「ひなたのチカラ」を職場や学校、団体の集まりで流しませんか？

で体を動かそう！
ひなたのチカラ ver.

１ １ ３ ０ 体 操

633 660 （１月１日時点）
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す
（
研
修
等
あ
り
）。

◆
応
募
条
件

　

看
護
師
、
助
産
師
、
保
健
師
、

歯
科
衛
生
士
、
臨
床
検
査
技
師
、

保
育
士
な
ど
の
有
資
格
者
な
ど

◆
任
期　

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
令

和
10
年
３
月
31
日
ま
で

◆
募
集
期
間　

随
時
受
付

●
問
・
こ
ど
も
課
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緑
豊
か
で
広
大
な
自
然
環
境
を

次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
た

め
に
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

２
月
14
日
（
土
曜
）

　

９
時
30
分
～
12
時

※
小
雨
決
行
、
荒
天
時
は
中
止

◆
集
合
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
（
バ
ス

で
植
樹
会
場
に
移
動
し
ま
す
）

◆
準
備
す
る
物　

雨
具
、
タ
オ
ル

◆
服
装

　

作
業
が
で
き
る
服
装
、
動
き
や

す
い
靴

◆
申
込
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
、

電
子
メ
ー
ル

・
植
樹
祭
参
加
希
望
と
明
記
し
、

①
代
表
者
住
所
、
②
参
加
者
全
員

の
名
前
（
ふ
り
が
な
）、
③
年
齢
、

④
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。参
加
希
望
者
に
は
、

後
日
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切　

１
月
23
日（
金
曜
）

●
申
・
問
・
農
業
振
興
課

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

℡
23
‐
０
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３
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k_nouson

　
　

 @
city.kobayashi.lg.jp

◆
日
時　

２
月
24
日
（
火
曜
）

　

19
時
～
20
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
参
加
費　

無
料（
別
途
材
料
費
）

◆
定
員　

10
人

◆
申
込
締
切　

２
月
10
日（
火
曜
）

◆
日
時
（
全
て
土
曜
）

　

①
２
月
14
日
、
②
３
月
14
日

10
時
～
12
時

※
両
方
の
受
講
が
必
須

◆
場
所  

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　

無
料（
別
途
材
料
費
）

◆
定
員　

12
人　

◆
申
込
締
切　

１
月
30
日（
金
曜
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

◆
申
込
方
法　

窓
口
か
電
話

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
締
切
後
も
定
員
に
空
き
が
あ
る

　

場
合
は
受
け
付
け
ま
す

●
申 

・ 

問
・
中
央
公
民
館

　

℡
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の
じ
り
生
涯
学
習
講
座

生
涯
学
習
講
座
共
通
事
項

生
涯
学
習
講
座

中
央
公
民
館
学
習
講
座

【
ア
ロ
マ
美
容
講
座
】

令
和
８
年
度

母
子
保
健
推
進
員
の
募
集

【
絵
手
紙
講
座
】

◆募集期間　１月６日～２月４日

◆募集期間　１月５日～２月５日

◆閲覧場所　市ホームページ、情報公開室（本
庁舎総務課内）、健康推進課、須木庁舎住民生活
課、野尻庁舎住民生活課

◆閲覧場所　市ホームページ、情報公開室（本庁
舎総務課内）、市民課、須木庁舎住民生活課、野
尻庁舎住民生活課、西小林出張所、紙屋出張所

条例を制定するにあたり、意見を募集しています。

計画を改定するにあたり、意見を募集しています。

◆応募方法　所定の意見等提出書を窓口、郵便、
Fax、電子メールのいずれかで応募ください。

◆応募方法　所定の意見等提出書を窓口、郵便、
Fax、電子メールのいずれかで応募ください。

●申・問＝健康推進課　℡ 23 ‐ 0323
Fax23 ‐ 0325、Mail： k_yobou@city.kobayashi.lg.jp

●申・問＝市民課　℡ 23 ‐ 1141
Fax24 ‐ 5063、Mail： k_jinken@city.kobayashi.lg.jp

小林市新型インフルエンザ等
対策行動計画及び小林市業務継続計画

（新型インフルエンザ等編）

小林市犯罪被害者等支援条例

植
樹
祭
参
加
者
募
集

パブリックコメント

パブリックコメント

Information

障がいについての理解促進を図るため、障がい福祉サービス事
業所などで作った製品を展示・販売します。
◆日時　１月 15 日（木曜）　10 時～ 13 時
※商品が売り切れ次第終了
◆場所　市役所本館１階　多目的スペース
◆展示・販売商品
クッキー、パン、ドレッシング、
季節の野菜・果物、加工食品、手工芸品、木工品など

●問＝福祉課　23 ‐ 0111

第 65 回福祉しょっぷ Emi-Asu



こ の コ ー ナ ー で は、 市 内 ９ 地 区 で 設 立 さ れ た
「き ず な 協 働 体」 の 活 動 や イ ベ ン ト 情 報 を 紹 介 し ま す ！

きずな協働体通信
チームみまつ

協働体

　

11
月
16
日
、
県
の
総
合
防
災
訓
練

に
合
わ
せ
、
チ
ー
ム
み
ま
つ
協
働
体

と
三
松
校
区
区
長
会
の
合
同
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
三
松

中
学
校
の
生
徒
40
人
を
含
む
地
域
住

民
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
地
域
の

防
災
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
防
災
講
話
に
加
え
、

避
難
所
開
設
を
想
定
し
た
簡
易
ベ
ッ

ド
や
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
、
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
、
炊
き
出
し
な
ど
を
実
践
。

中
学
生
が
大
人
と
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
作
業
す
る
な
ど
、
世
代
を
超
え

た
連
携
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
災
時
に
は
、
近
隣
で
助
け
合
う

「
共
助
」
が
命
綱
と
な
り
ま
す
。
こ

の
日
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
た

「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」
と
、

地
域
の
防
災
意
識
向
上
を
図
る
大
変

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

災害時の「共助」学ぶ　三松校区で合同防災訓練

■地方創生課 ℡ 23 ‐ 114817 KOBAYASHI 2026.1

　

11
月
２
日
、
第
12
回
「
永
久
津
ド

ン
と
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
地
域

団
体
や
事
業
所
、
住
民
が
一
体
と
な

っ
て
作
り
上
げ
た
手
作
り
の
祭
り

は
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
地
元
中
学
生
の

活
躍
で
す
。
例
年
通
り
、
生
徒
た
ち

は
企
画
か
ら
運
営
、
片
付
け
に
至
る

ま
で
主
体
的
に
参
加
し
、
地
域
の
一

員
と
し
て
祭
り
を
支
え
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
舞
台

発
表
や
「
深
奏
太
鼓
」
の
勇
壮
な
響

き
に
加
え
、
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花

火
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地域と中学生が創る　永久津ドンと祭り
永久津いきいき

協議会

　

11
月
15
日
、
東
方
校
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
安
全
防
災
・
健
康
福
祉

両
部
会
の
共
催
で
、
防
災
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
市
Ｓ
Ｖ
Ｃ
セ
ン
タ

ー
の
川
野
氏
を
講
師
に
迎
え
、
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）
の
実

践
的
な
操
作
体
験
や
、
𠮷
丸
部
会
長

指
導
の
「
ひ
っ
こ
け
ん
体
操
」
を
行

い
、
災
害
へ
の
備
え
と
避
難
生
活
で

の
健
康
維
持
を
共
に
学
び
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
協
議
会
で
は
２
月
11
日

（
水
曜
・
祝
）、
三
ノ
宮
峡
周
辺
を
散

策
す
る
、
毎
年
恒
例
の
「
健
幸
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
１
月
中
旬
に
案
内
し
ま
す

●
問

・
東
方
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

℡
48
‐
０
２
０
５

伝言ダイヤル体験や体操も　東方校区で防災講演会
東方校区まちづくり協議会

▼チームみまつ
協働体 Instagram

教育委員会
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　11 月 9 日、「2025 小林市読書まつり」読書感想文・
感想画コンクール表彰式が開催されました。コンク
ールは、子どもたちが本に親しみ、読書を通して言
葉を学び、感性を磨くことで表現力が豊かになるこ
とを願い毎年実施しているもの。今年は読書感想文・
感想画あわせて市内小・中学校から 251 点の応募が
あり、38 点を市長賞、議長賞、教育長賞として選
出しました。
　表彰後は、読書感想文で市長賞を受賞した南小５
年の松

ま つ も と

本睦
む つ ひ ろ

央さんと西小林中２年の鷹
た か す

巢虹
に こ

心さんが
朗読。素晴らしい作品に大きな拍手が送られました。
　読書感想画の入賞作品は、市立図書館に展示され
ました。

2025小林市読書まつり

読書感想文・感想画コンクール

「弁当の日」絵画作品コンクール　最優秀賞２点が決定！

「食」の大切さや楽しみを絵画で表現

　「食」の大切さや楽しみを考えてもらおうと、夏休みを
利用して市内小学生を対象に「弁当の日」に関する絵画作
品を募集しました。今年は 224 点の応募があり、最優秀賞
２点が決定しました。最優秀賞作品は、ポスターを作成し、
市内小学校に掲示します。

【読書感想文受賞者（敬称略）】市長賞　山
さ ん お う

王結
ゆ い

愛（西小林小１年）、桑
く わ じ ま

島杏
も も

（三松小２年）、長
な が の

野恭
きょうすけ

介（南小３年）、
寺
て ら ぞ の

園緋
ひ い ろ

色（南小４年）、松
ま つ も と

本睦
む つ ひ ろ

央（南小５年）、池
い け う え

上和
わ か な

愛（野尻小６年）、鷹
た か す

巢虹
に こ

心（西小林中２年）
議長賞　長

な が の

野優
ゆ ま

麻（南小１年）、深
ふ か せ

瀬英
え み

美（栗須小２年）、原
は ら だ

田拓
た く と

和（南小３年）、中
な か く ぼ

窪莉
り こ

子（南小４年）、大
おおでらおとし

平落幸
ゆ き

（三松小６年）、富
と み み つ

満陽
は る み

美（野尻中２年）
教育長賞　荒

あ ら か わ

川颯
そ う た

大（野尻小１年）、橋
は し た に

谷凪
な ぎ

（西小林小２年）、中
な か く ぼ

窪晟
ま さ と

仁（南小３年）、猪
い お

尾彩
あ や ね

寧（野尻小４年）、
原
は ら だ

田梛
な お

央（野尻小５年）、花
は な も と

本晴
は る み

海（三松中１年）、西
に し の む ら

ノ村晟
せ い た

汰（永久津中２年）、庭
に わ や ま

山結
ゆ い か

華（野尻中３年）
【読書感想画受賞者（敬称略）】市長賞　内

う ち の く ら

之倉咲
え み か

架（栗須小１年）、村
む ら こ そ

社蕾
つぼみ

（須木小２年）、山
や ま し た

下暖
あ こ

心（細野小３年）、
折
お り た

田依
い ち か

知果（野尻小４年）、夏
な つ き

木結
ゆ な

凪（須木小５年）、髙
た か い わ

岩凌
り ょ う が

河（南小６年）
議長賞　福

ふ く な が

永咲
さ よ

世（西小林小１年）、平
ひ ら か わ

川縁
えにし

（須木小２年）、石
い し ば し

橋凛
り ん

（南小３年）、今
い ま い

井遥
は る ひ

妃（南小４年）、中
な か む ら

村文
ふ み か

香
（小林小５年）、田

た は ら

原旬
しゅん

（須木小６年）
教育長賞　木

き だ

田和
か ず は

葉（三松小１年）、橋
は し も と

本咲
さ ら

良（小林小２年）、小
お の

野咲
え ま

舞（南小３年）、髙
た か い わ

岩咲
さ く ま

真（南小４年）、川
か わ か み

上
舞

ま お

桜（須木小５年）

写真㊧市長賞を受け取る受賞者たち写真㊨受賞作を朗読する松本さん（題「仲
間と共に」）と鷹巢さん（題「自分らしさとは何か」）

写真㊧ 小学校低学年の部で受賞した坂
さ か ぐ ち

口蒼
そ う た

太さん（細野小２年）
写真㊨小学校高学年の部で受賞した大

お お た

田正
し ょ う た ろ う

太朗さん（幸ヶ丘小４年）▲坂口さん作（ぼくのすきなものがたくさ
んあるべんとう）

▲大田さん作（おべん当の絵）
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～ 児童書 ～

『エイモスさんはゆきがふると』
文：フィリップ・Ｃ・ステッド

絵：エリン・Ｅ・ステッド
訳：青山　南

発行：光村教育図書

～ 一般書 ～

『世界はきみが思うより』
著者：寺地　はるな
発行：ＰＨＰ研究所

【本館】毎週月曜は休館
　◆開館時間　9 時～ 19 時　※日曜と祝日は 17 時まで

【須木分館】毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間　9 時～ 17 時

【野尻分館】毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間　10 時～ 18 時 30 分　※日曜は 17 時まで
毎月１日は館内整理日のため全館（本館・須木・野尻）休館

休館と開館時間

図書館本館・須木分館・野尻分館の蔵書約
16 万冊の資料確認（蔵書点検）を行うため、
次の日程が休館となります。

図書館の全資料を 1 冊 1 冊チェックし、
所蔵データを確認します。資料が正しい場
所にあるか、資料自体に異常がないかを確
認し、同時に書架の整理と清掃も行います。

午
う ま

年に向け庸山窯の馬も大人気！
　

12
月
5
日
か
ら
８
日
ま
で

の
４
日
間
、
台
湾
か
ら
の
団

体
ツ
ア
ー
を
受
け
入
れ
、
同

地
で
人
気
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
「
Ｕゆ

い１
」
さ
ん
と
共
に
、

小
林
市
を
含
む
北
き
り
し
ま

地
域
を
巡
り
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
生
駒
高
原
で
の

記
念
撮
影
や
す
き
酒
造
の
蔵

見
学
、
霧
島
岑
神
社
で
の
参

拝
な
ど
を
通
じ
、
市
の
自
然

と
文
化
を
体
感
。
食
事
も
地

鶏
の
里
や
生
駒
高
原
葡
萄
酒

工
房
、
レ
ス
ト
ラ
ン
待
夢
、

牛
心
で
地
元
グ
ル
メ
を
堪
能

し
、
小
林
の
食
の
豊
か
さ
に

深
く
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

旅
の
模
様
は
Ｕ
１
さ
ん
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
世
界
へ
配
信
さ

れ
、
今
後
も
台
湾
か
ら
の

誘
客
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
ツ
ア
ー
で
好
評
を

博
し
た
の
が
「
庸よ

う
ざ
ん
が
ま

山
窯
」
で

の
絵
付
け
体
験
で
す
。
世
界

に
一
つ
の
器
作
り
を
楽
し
ん

だ
後
は
、
暖
炉
の
あ
る
テ
ラ

ス
で
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
。
こ
こ

で
は
、
看
板
馬
の
ポ
ル
カ
と

ジ
ェ
ー
ン
が
愛
ら
し
く
出

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
今
年
、

２
０
２
６
年
は
午う
ま

年
で
す
。

　

新
年
の
干
支
に
ち
な
み
、

愛
ら
し
い
馬
た
ち
に
会
い

に
、
皆
さ
ま
も
出
か
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

台湾からの周遊ツアーを受け入れ

2 月 1 日　    ～ 10 日

2 月 1 日　   ～ 11 日

本館本館

須木・野尻須木・野尻

分館分館

日

日

火

水

蔵書点検って何？

特別整理による休館のご案内

小林まちづくり株式会社
観光案内所

［住所］小林市細野 1829-16
　　　  KITTO 小林内

［電話番号］☎ 22-8684
［営業時間］

９時～ 17 時 30 分
※土日祝は 17 時まで

㊤自分だけの器を作る絵付け体験。没頭
する時間は心の癒やしに
㊦今年は午（うま）年。愛らしい２頭の
看板馬が出迎えるテラスでほっと一息

健幸のまちづくり拠点施設整備

vol.34

新体育館のアリーナはさまざまなスポーツで
利用できます！

　新体育館のアリーナでは、バスケットボール 2 面、ハ
ンドボール１面、バレーボール（6 人制）３面、バレーボー
ル（9 人制）２面、ミニバレー６面、バドミントン 6 面、
卓球や柔道、トランポリンなどで利用できます。また、多
目的室や会議室、子育て支援センター、ファミリー・サポー
ト・センター、クッキングスタジオ、ランニングコース、シャ
ワー室なども完備しています。
　予約システムや利用料金などについては、詳細が決まり
次第お知らせします。完成後は、ぜひ新体育館で各種スポー
ツをお楽しみください。

●問 ＝スポーツ振興課　℡ 22-7911

問 ＝福祉課    ℡ 23-0111
で話そう！手話

「正月、１月１日」モデル：三松中３年　 芝
し ば た

田 幸
こ う き

貴さん

日常会話で使える手話を毎月紹介します。手話を使って
ろう者の方とコミュニケーションをとってみませんか？

両手の人差し指を立て、左右に引き寄せて上下に置く

「夢」 モデル：紙屋小３年　 村
む ら か わ

川 結
ゆ ら

咲さん

右手の指を動かしながらこめかみから右上へ揺らせて
上げる

●問＝健康推進課　℡ 23-0323

（mmHg）

（mmHg）

160

145

135

125

115

75 85 90 100

　

市
の
高
血
圧
者
（
Ⅰ
度
高
血

圧
以
上
か
血
圧
服
薬
中
の
人
）

の
割
合
は
、
男
女
共
に
県
と
比

べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
日
か
ら
で
き
る

高
血
圧
対
策
を
一
つ
紹
介
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
家
庭
血
圧
を
測

定
す
る
こ
と
で
す
。
家
庭
血
圧

と
は
、
そ
の
名
の
通
り
家
庭
で

測
定
す
る
血
圧
の
こ
と
で
す
。

　

病
院
で
測
定
す
る
血
圧
と
は

異
な
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
測

定
で
き
る
た
め
普
段
の
血
圧
の

状
態
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
白
衣
高

血
圧
や
仮
面
高
血
圧
、
早
朝
高

血
圧
を
診
断
す
る
た
め
の
参
考

に
な
り
ま
す
。

　

血
圧
が
高
く
て
も
自
覚
症
状

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
家

庭
血
圧
を
測
定
し
、
結
果
を
記

録
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
血

圧
（
135
／
85
以
上
）
の
状
態
が

続
く
場
合
は
、
早
め
に
病
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
健
康
相
談
や
血
圧

手
帳
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家庭血圧を測定しましょう！
～すすめよう！健幸こばやし 21（第三次）血圧編～

家
庭
血
圧
で
高
血
圧
の

　
早
期
発
見
に
つ
な
げ
よ
う

・起床後１時間以内

・寝る直前

正常血圧

正常高値血圧

高値血圧

Ⅰ度高血圧

Ⅱ度高血圧

Ⅲ度高血圧

・入浴や飲食の直後は   
   避ける・トイレに行った後

・朝食の前

・薬を飲む前

※椅子に座って１～２分経ってから測定しましょう

正しい測定のタイミング

家庭血圧の基準値

１日２回（朝・夜）１日２回（朝・夜）
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くらし　１月 10 日～２月９日
●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 １月 18 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日
年金移動相談   ※要予約 １月 22 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 15：00 予約 : 都城年金事務所

※年金移動相談は、事前に都城年金事務所（℡ 0986-23-2571）に電話予約をお願いします

小林保健所の相談会（　 小林保健所　 23 ｰ 3118）
▼アルコール家族教室（アルコールで悩む本人・家族）
　　 毎月第２火曜 　13 時 30 分～ 15 時 30 分
▼ひきこもり・こころの健康相談
　　毎月第４火曜　 13 時 30 分～ 15 時 30 分
▼わかちあいの会（自死遺族のつどい）
　　 毎月第４木曜　 13 時～ 15 時

時

場

日

問

時日

時日

小林こすもす家族会
精神疾患“学び合い”“助け合い”

“笑い合う”家族会です
　 毎月第２水曜
　 13 時 30 分～ 15 時 30 分
　 市民活動支援センター
　 ℡ 080 ‐ 6423 ‐ 5858

時

場

日

問

その他の相談会や集い（参加希望者は事前に連絡ください）

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局
時間　９時～ 17 時
受付締切日 １月９日（金曜）

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141
月 日 曜 種　類 会　場 時　間

１

13 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階会議室４

10：00 ～ 15：00

20 火 人権・なやみごと 市役所東館１階会議室４

27 火 人権・なやみごと 市役所東館１階会議室４

２
３ 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

５ 木 人権・なやみごと 野尻町保健福祉センター

☎27-1850◆こころの電話相談 20 時～ 22 時NPO 法人こばやしハートム
ひとりで悩まずお話しください

月

☎ 0985 ｰ 77 ｰ 9090

◆お悩み傾聴ダイヤル
◆こころの電話相談

◆ NPO 法人
　宮崎いのちの電話

◆ NPO 法人国際ビフレンダーズ
　 宮崎自殺防止センター

☎ 0570 ｰ 7
な や み

83 ｰ 7
な ら こ こ

55
☎ 0985 ｰ 32 ｰ 5566

☎ 0570 ｰ 7
な や み

83 ｰ 5
こ こ ろ

56

９時～ 19 時

18 時～４時

月 金

20 時～ 23 時日 月 水 金

月
日

水
火

金
木 土

下記日時以外
～

21 時～４時

二原遺跡公園公開日
１月 18 日（日曜）
時間　９：30 ～ 11：30

　  市民課内　  　平日９時～ 12 時、13 時～ 16 時
☎23-1179 もしくは 【☎188　　　　　】消費者ホットライン （局番なし）問

場 日

西諸県地域消費生活相談窓口（消費者トラブル相談）

税・保険料の納付期限
※納期限は２月２日（月曜）です

●
物
品
寄
付

●
一
般
寄
付

・
里
芋
／
匿
名
希
望　
　
　
　
　

・
芋
あ
ん
ま
ん
／
フ
ー
ド
バ
ン
ク

み
や
こ
の
じ
ょ
う

・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
／
匿

名
希
望

・
か
ら
い
も
／
坂さ

か
も
と元
地ち

い
き域
活か

つ
ど
う動
ク

ラ
ブ
一い

ち
ど
う同

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
他
／
匿
名

希
望

・
椎
茸
／
山や

ま
ぐ
ち口

敏と
し
ゆ
き幸	

・
玄
米
／	

匿
名
希
望

・
ご
飯
／
株か

ぶ
し
き
が
い
し
ゃ

式
会
社
は
ま
だ
ス
ト

ア
ー

・
米
／
株か

ぶ
し
き
が
い
し
ゃ

式
会
社
山や

ま
た
か



孝

・
さ
つ
ま
い
も
、
か
ぼ
ち
ゃ
／

竹た
け
や
ま山

郁い
く
お雄	

・
米
／
匿
名
希
望

愛
の
ご
寄
付
◎
問
・
社
会
福
祉
協
議
会　

℡
23
‐
３
４
６
６

　

皆
様
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
忌
明
寄
付
」
と
は
、
香
典
返

し
の
代
わ
り
に
、
故
人
の
遺
志
や

ご
遺
族
の
ご
意
向
を
社
会
貢
献
に

つ
な
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
ご
寄

付
で
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

厚
意
は
、
小
林
市
に
お
け
る
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
供
た

ち
な
ど
へ
の
支
援
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
福
祉
の
充
実
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
忌
明
寄
付

氏
名（
亡
く
な
ら
れ
た
方
・
年
齢
）

中な
か
む
ら村

公き
ん
い
ち一

（
恵け

い
こ子　

69
）
堤

古ふ
る
か
わ川

昭し
ょ
う
い
ち一 （

フ
ミ
子こ　

99
）
細
野

大お
お
や
ま山

範の
り
あ
き昭

（
紀き

よ

こ

代
子　

86
）
細
野

轟と
ど
ろ
き木
キ
エ
（
静し

ず
か　

99
）
南
西
方

田た
わ
ら原

秀し
ゅ
う
い
ち一

（
シ
オ
リ　

94
）
堤

温ぬ
く
み
ず水

慶け
い
い
ち一 （

サ
チ　

108
）
南
西
方

石い
し
が
み神
よ
つ
子こ

（
征ゆ

き
お男
）
南
西
方

・
福
祉
バ
ザ
ー
益
金
／
小こ

ば
や
し
し

林
市
ひ

と
り
親お

や

福ふ
く
し
き
ょ
う
ぎ
か
い

祉
協
議
会

令
和
７
年
11
月
末
寄
付　

社
会
福
祉
事
業
寄
付
者（
敬
称
略
）

※毎月設定している「申込締切
　日」以降に出された申請は、
　翌月の審査案件となります

　リサイクル日程　
生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1102

区 １
月

２
月

水流迫、東方 1・2 ６ ３

真方１・２・３ ７ ２

南西２・３、通り町 ８ ４

南西１の西、南西４
本町、新生町 ８ ４

南西１の東、種子田 ９ ５

北西１・３、緑町 13 ６

北西２、坂元 14 10

西町１・２・３
南島田 15 ９

仲町、永田町、後川内 22 12

細野 2・３、南真方 23 19

細野１、南真方西 27 20

南真方東
上町・上町西 28 25

上町中、上町東
上町北 29 26

西堤、南堤 30 27

北堤 30 27

野尻地区
（第 3 日曜） 18 15

須木地区
（第４日曜） 25 22

場　所 １月 ２月

野尻町保健福祉センター 13 日（火）、27 日（火） ３日（火）

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）　
問：社会福祉協議会野尻支所　℡ 44 ‐ 1206

今月の これは何ごみ？

「リチウムイオン電池」
（答えは左のページ）

●健康相談
問：健康推進課　℡ 23 ‐ 0323

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

平日 ( 祝日を除く ) 健康相談
( 体組成計・血管年齢測定 ) 小林市保健センター 8：30 ～ 17：15

（要予約）

１
20 火 まちかど健康相談 コープみやざき

小林店 13：30 ～ 15：30

22 木 まちの保健室 コープみやざき
小林店 13：30 ～ 15：30

２ ４ 水 まちかど健康相談 プラッセだいわ
小林店 13：30 ～ 15：30

月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

１

11 日 宮崎医院 22-2841

12 月
よしむら循環器内科クリニック 27-3339

みまつこどもクリニック 22-1234

18 日
前田内科医院 22-5802

小林中央眼科 23-5300

25 日
すわクリニック 22-6489

桑原記念病院 22-4138 

２

１ 日
内村病院 23-2575

和田クリニック 23-5653

８ 日
園田病院 22-2221

髙﨑皮膚科医院 22-8521

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　

● 育児・親子健康日程
問：こども課　℡ 23 ‐ 4319　 

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください

種　類 月　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 受付 9:00 ～ 11:30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

沐浴体験
（要予約） １月 19 日（月） 13:30 ～ 15:30

キッズフロア ２月４日（水） 受付 ９:30 ～ 11:00

もぐもぐクッキング
（要予約） １月 21 日（水） 受付 13:45 ～ 14:00

開催 14:00 ～ 15:30

赤ちゃん健康診査 １月 22 日（木）

※個別に案内しています１歳６か月児健康診査 ２月５日（木）

３歳児健康診査 １月 15 日（木）

国民健康保険税　７期
後期高齢者医療保険料　７期

介護保険料　７期
市県民税　４期

市公式 SNS
　公式 LINE・X（旧 Twitter）な
どでも、さまざまな情報を発信中！

市公式 LINE
市公式 X

『よかとこ小林市』

①
②

③

これは何ごみ？答え

●問＝生活環境課　℡ 23 ｰ 8122

①はリチウムイオン電池。②、
③はリチウムイオン電池が内
蔵された機器（電池は取り外
せないもの）です。これらは

『リサイクル品』になります。
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# 山車の会　# こばやし秋まつり

@dashinokai さん

# ハッシンコバヤシ　# 吉野北斗

@j__0125__rmpg さん

# 栗のテリーヌ　# お菓子の国たんぽぽ

@bluesea12067 さん

小林の〝よかとこ〟をハッシンしよう！
投稿写真から数点を広報紙で紹介♪

Instagram ＆ 広報こばやし
# ハッシンコバヤシ

▲詳細はコチラ

「ハッシンしたい小林の魅力」を写した写真に「# ハッシンコバヤシ」のハッシュタグを付けて、イン
スタグラムに投稿しませんか。市内で撮影したものであれば、景色、日常風景なんでも OK。

人のうごき（小林市の人口） 火災・救急発生状況

－１林野 ０ ０

＋２車両 １ ３

　－ 4その他 0 ９

＋７建物 1 16

救急 171 2140 ＋ 67

種別 昨年累計11 月

交通事故発生状況

全国死者 2257 （昨年同月比　－ 119）

人身 7 93

物損 81 835

負傷者 ７ 114

死者 １ １

累計種別 11 月

現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）をもとに、
その後の転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

18,852 世帯

人口
男

女

40,137 人
18,726 人

21,411 人

（－ 28、－ 248）

（－ 45、－ 910）
（－ 11、－ 401）

（－ 34、－ 509）

令和 7 年 12 月１日現在現住人口　 （前月比、前年同月比）

－ 12

－ 26

－ 11

－２

昨年

新年が幕を開けました。昨年は地域の
温かい絆を改めて感じる一年でした。
本年も、広報紙を通じて「こばやし」
の魅力と元気を皆さまの元へお届けし
ます。笑顔があふれる、実り多き素晴
らしい一年になりますように。（榎田）

＜編集後記＞

読んだ感想や知りたい
情報など、ご意見をお
待ちしています。右の
二次元コードからお寄
せください。

広報紙へのご意見・ご感想を
お気軽にお寄せください

＜編集後記＞

初めて小林市の日の出の撮影に行きま
した。車のフロントガラスが凍る程の
寒さの中、ホットレモンで温まりなが
らカメラを準備。太陽が雲に隠れない
か心配していましたが、無事に撮影で
きて「ほっと」しました。（井手平）

■社会教育課 ℡ 22 ‐ 7912

　

今
年
も
１
月
５
日
に
文
化
会

館
で
「
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
で
は

４
０
０
人
以
上
が
二
十
歳
を
迎

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
人
が
成

人
式
を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
の
よ
う
な
式
は
戦
後
か
ら
広

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
成

人
を
祝
う
儀
式
は
古
く
か
ら
あ

り
、
江
戸
時
代
ま
で
は
お
お
よ

そ
15
歳
を
対
象
に
、
男
子
は

元げ
ん
ぷ
く服

、
女
子
は
裳も

ぎ着
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な
る

と「
二に

せ才
入
り
」、戦
前
で
は「
青

年
式
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

「
二
才
衆
」「
青
年
会
」
に
入
り

一
人
前
に
扱
わ
れ
、
地
域
の
行

事
な
ど
に
参
加
し
、
地
区
の
原

動
力
と
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

戦
前
の
頃
の
須
木
地
区
下
田

で
は
、
正
月
15
日
に
青
年
会
に

入
会
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、

入
会
す
る
た
め
親
が
焼
酎
や
肴

を
持
参
し
て
入
会
を
願
っ
た
と

の
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
、
親
や
地
域

が
子
の
成
長
を
祝
い
、
自
身
が

大
人
と
し
て
の
自
覚
と
決
意
を

改
め
て
持
つ
儀
式
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
無
い
よ
う
で
す
。

　

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ま
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

髪を結い、烏帽子を着用し、大人の服を着る。多
くの場合はそれまでの幼名を廃して改名を行う。

十二単を構成する着物の一つである裳を着用する
こと。結婚と同時にこの儀式を行うこともあった。

15 ～ 25 歳くらいの男性を指す言葉。薩摩藩の郷
中教育で組織された二才衆がある。

大人の仲間入りの歴史 ～古くから受け継がれた儀式～

元
服

裳
着

二
才

昭和 41 年１月成人式の様子
小林市公民館（現みどり会館）

心の花びら

薄う
す
ら
い氷

や
限
り
あ
る
か
ら
輝
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
合
歓
の
会　

本
田
澄
子
）

苦
薬
あ
り
金
婚
迎
え
冬ふ

ゆ
う
ら
ら麗

（
小
林
合
歓
の
会　

淵
上
律
子
）

尺
八
の
万
象
の
景け

い

澄
む
秋
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
合
歓
の
会　

海
蔵
由
喜
子
）

神か
ぐ
ら
め
ん

楽
面
手
に
乗
せ
知
る
や
舞ま

い

の
厳げ

ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
合
歓
の
会　

内
田
ト
シ
子
）

稲い
ね

小こ

づ積
み
凧た

こ

揚あ

げ
半
て
ん
遠
く
な
る
（
東
脇
哲
郎
）

秋あ
き

の
山や

ま

色し
き
さ
い彩
鮮あ

ざ

や
か
惚ほ

れ
に
け
り
（
長
友
正
臣
）

前ま
え
は
ら原 

來こ
は
る桜 

ち
ゃ
ん 

日ひ
だ
か高 

凱か
い
せ
い晴 

く
ん 

令
和
７
年
３
月
19
日
生

令
和
５
年
４
月
９
日
生

令
和
４
年
10
月
18
日
生

今い
ま
べ
っ
ぷ

別
府 

咲ら

な梛 

ち
ゃ
ん

令
和
７
年
２
月
６
日
生

日ひ
だ
か高 

玲れ

い維 

ち
ゃ
ん

令
和
３
年
４
月
４
日
生

日ひ
だ
か高 

い
と 

ち
ゃ
ん

なにをしてもかわいい 3 番目！
らーちゃん♡これからも笑って泣い
て元気に育ってね♡
保護者：今別府涼、今別府愛梨

大きくなりました！じいじ、ばあば
たくさん遊びに行くね〜！！
保護者：日高拓弥、日高理沙

新しい幼稚園で頑張ってるよ〜！じ
いじ、ばあば大好き！！♡
保護者：日高拓弥、日高理沙

じいちゃんと誕生日が同じ日に産ま
れました、少し泣き虫だけど元気で
ね
保護者：前原裕也

前髪切りすぎました！！じいじばあ
ばたくさん遊んでね！
保護者：日高拓弥、日高理沙

すくすく募集中！

【申・問】・企画政策課　℡ 23-0456
　　Mail：info@city.kobayashi.lg.jp

①子どもの名前、ふりがな、　生年月
日、性別／②掲載する写真／③保護
者の名前／④コメント（50 文字以内）

◆必要事項

広報紙に自慢の家族の写
真を掲載しませんか。
◆申込方法
下 記 記 載 の 必 要 事 項 を メ ー ル か
Google フォームで送信してください。

Google フォーム▼
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広
報

こ
ば

や
し

１
月

号
Jan

.2
0
2
6
№

2
3
8

広　告

広報こばやしでは、収入確保対策として有料広告を掲載しています。
広告内容は市が推奨するものではありません。掲載している広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。

広　告

FAX
TEL

FAX
TEL

17 30分8

0984ｰ22ｰ4566
0984ｰ27ｰ4566

0986ｰ36ｰ3820
0986ｰ36ｰ8621

0120ｰ18ｰ4566

小
林
市
は
「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
」、「

人
権
擁
護
都
市
」

「
地
域
医
療
・
健
康
都
市
」、「

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を

宣
言
し
て
い
ま
す
。


